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令和７年度　江別市立江陽中学校　自己評価書　　
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　　　江別市立江陽中学校

１. 本年度の重点目標
　　　　「目標を意識し　粘り強く取り組み続ける　生徒の育成」～歩みを止めず　未来を輝かせる～

２．自己評価結果に対する学校関係者評価

　Ａ:よい(充分達成された)　Ｂ:概ねよい(概ね達成された)　Ｃ:ややよくない(やや不十分)　Ｄ:よくない(不十分である)

A
A6

A
A6

②

かかわりと励ましを
基本とし生徒の良さ
が生かされる教育活
動に取り組んでいる
か。

A

　一人ひとりの生徒理解に努め、生徒との信頼関係を築けるよう、授業や日常生活を中心
に、コミュニケーションに重点を置きながら積極的な関わりを心掛けた。また、情報共有
を図り、未然防止・早期発見・早期対応の観点から生徒指導を進め、教育相談等の体制を
整えてきた。本校生徒の強みである、他にやさしく仲間とともに協力できる良さを大切
に、今後は発達支援的指導や子どもの権利の尊重を図り、生徒の自己効力感をさらに高め
ていけるよう取り組んでいく。

A
A6

A
A6

分
　
野

評　価　項　目

　　自　　己　　評　　価 学校関係者評価

達 成
状 況

経
営
方
針
の
重
点

①

教育目標や年度の重
点を意識し、共通理
解に基づき、協働性
をもって取り組んで
いるか。

A

　教育目標や重点の共通理解を図り、協働体制を重視してきた。重点目標を「目標を意識
し　粘り強く取り組み続ける　生徒の育成」～歩みを止めず　未来を輝かせる～」とし、
フォーサイト手帳を有効活用し、自己管理能力（タイムマネジメント）を高めることを目
的とした。具体的には、計画的に物事を進め、自己課題解決に向け持続的に取り組む、自
己効力感や自尊感情を高める取り組みを推進した。本校生徒の課題である「粘り強く取り
組む」という部分については、変化がみられるもののまだ道半ばである。引き続き、全員
参画による協働体制の確立を図り、重点目標の達成に向けて、学校組織の強化・活性化を
図っていく。

④

生徒に向き合う時間
の確保と職員のワー
クライフバランスに
配慮した働き方の見
直しを進めている
か。

B

　教職員が生徒と直接関わり、向き合う時間を確保するために「働き方改革」のコアチー
ムを中心に業務の見直しを図り、職員アンケート等で個々の意識改革に務めた。また、昨
年に引き続きICTを活用した業務効率化を目指し、保護者への連絡や配布文章等については
tetoruを有効に活用した。しかし、超過勤務の劇的な解消には至っておらず、働き方改革
が進んだと実感できない職員も多くみられる。今後は改めて「生徒に身に着けるべき力」
を再確認し、見直すべき教育活動を精選していきながら、必要な活動に効率よく時間を費
やすことができるよう、働き方改革に努めていく。

A
A6

A
A5B1

③

保護者、地域との連
携を深め信頼される
学校づくりに取り組
んでいるか。

A

　PTA活動を改めて整理した。一家庭一役の取組について、交通安全見守り活動、花壇整備
活動、各種研究大会への協力等の他、とうきび販売やおやじの会のイベントを実行し、江
陽中校区が一体となった活動を進めることができた。特にとうきび販売では、PTA役員や学
年委員に尽力いただいた。将来的には学校運営委員会の統合も検討しており、さらに地域
が一体となった学校づくりに取り組んで行く。また今後も学校だよりの全地域配布・HPの
公開等で情報発信に努め、保護者アンケート等を取り入れた学校評価等、地域・社会に開
かれた学校を目指していく。

A
A6

A
A6

A
A6

②

思いやりや感謝の心
を持ち、共に高め合
う学年・学級集団の
育成は図られている
か。

A

　道徳や特別活動、総合的な学習の時間等では、自分自身を見つめ、他人、集団や社会、
自然等との関わりを考えさせてきた。その中で、周囲を思いやり、支え合い、認め合って
活動する機会を意図的に作るとともに、体験的な活動の充実を図ることにより、自己肯定
感や有用感を醸成し、思いやりや感謝の心などを大切にする「豊かな心」を育ててきた。
生徒会が主体となって取り組む「いじめ撲滅集会」では、事前の授業で、一人一人にしっ
かり考えさせることで集会が深まり、意識の高揚を図ることができた。今後も、学校活動
全体で「思いやりや感謝の気持ち」を意識させ、落ち着いた校内生活を送らせるととも
に、生徒会や学級活動、行事、集会を通して共に高め合う集団づくりを目指していく。

A
A6

A
A6

教
育
課
程
・
学
習
指
導

①
確かな学力を育む学
習活動の工夫は推進
されているか。

B

　研究主題「自己肯定感を持ち、確かな学びを獲得していく生徒の育成」をめざし、必要
感のある対話、ICTを効果的に活用した授業、「書く活動」の充実に向けて、職員全員で取
り組んできた。効果的な発問の工夫により、考え、発言することで頭を働かせる授業、書
く活動を取り入れた授業改善に対する手ごたえはあった。しかし、学力向上には結びつい
ていない部分もあり、指導方法の一層の工夫を図る他、TTや習熟度別学習に加え、放課後
学習等の積み上げで引き続き学力向上に努めていく。また、標準学力テストや全国学力・
学習状況調査の結果分析、さらに本校独自の生徒アンケート等による生徒の実態把握、課
題の共有化を図り、さらなる授業改善を進めていく。

A
A5B1

③

家庭学習の習慣化を
図る、学力向上プロ
ジェクトの推進は充
実しているか。

B

　家庭学習の定着を図るため、生徒一人ひとりにあった選択式の方法を取り入れた。
フォーサイト手帳を活用し、自ら選択した家庭学習に取り組ませることで、意欲が上が
り、家庭学習の習慣化に一歩前進した。生徒の生活アンケートにおいても、数字の上昇が
見られる。しかし、学力向上にはなかなか結びつかず、内容も含めてさらなる支援が必要
と考える。タブレット学習に取り組む生徒が増えたことから、AIドリルを効果的に活用し
た家庭学習の充実が図れるよう、継続して取り組んでいく。今後も、家庭、地域の協力を
得ながら、学習意欲の向上を図り、学習習慣の定着と学力の向上を一層図っていく。

⑤

生徒一人一人の勤労
観・職業観を育て、
主体的に進路選択す
る指導が適切に行わ
れているか。

A

　１年生の総合的な学習の時間では、勤労体験の機会としてとうきび販売を実施。２年生
では、事業所において２日間の職場体験を行った。３年生では、上級学校（酪農学園大
学・北海道情報大学）を訪問し、大学の講義を体験した。職業を知ること、働くことの意
義、自分の将来の夢などを踏まえた進路設計と実現のために必要な努力や課題について、
生徒が自分で考え努力できるような総合的な学習や進路指導を、今後も進めていく。

A
A5B1

A
A6

A
A5B1

A
A6

④

生徒が生き生きと活
動する学校行事等の
企画や運営が適切に
行われているか。

A

　体育祭、文化祭の２大行事では目的を意識し、積極的に生き生きと活動する生徒の様子
が見られた。どの学年も仲間と協力しながら作品作りを通して、団結力を高めることがで
きた。旅行的行事については、１年生校外学習、２年生宿泊学習、３年生修学旅行を実施
し、学級や学年の生徒同士のつながりを深めることができた。今後は子どもの権利を尊重
し、子どもたちの意見が各種行事へ反映され、達成感・成就感が味わえる行事となるよ
う、計画的に進めていく。

A
A6

A
A6
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A
A6

A
A6

②

いじめ・不登校・問
題行動への対応は、
共通理解のもと、保
護者と連携し適切に
行われているか。

A

　「生徒指導提要」を抜粋した資料を使って、短時間の研修を行ってきた。全職員で今必
要な生徒指導の在り方について確認をし、未然防止・早期発見・早期対応に向けた取組を
行った。また、不登校生徒への登校支援として、校内支援ルーム（ステップルーム）の充
実を図った。学びの保障については、オンライン授業の体制を整えるなど、可能な限りの
準備を行った。今後もスクールカウンセラーやソーシャルワーカ、江別市教育支援セン
ターねくすと等、関係機関との連携を十分に図り、個々に応じた相談体制を整えるととも
に、保護者との連携を大切にし、適切な対応に努める。

A
A5B1

A
A5B1

分
　
野

評　価　項　目

　　自　　己　　評　　価 学校関係者評価

達 成
状 況

生
徒
指
導

①

挨拶、きまりや集団
のルールを守るなど
基本的な行動ができ
る集団づくりに努め
ているか。

A

　生徒会の活動において「目を見て挨拶」を意識した取り組みを発信し、一定の成果を挙
げることができた。決まりや集団のルールを守る基本的な指導を行ってはいたものの、問
題行動が起きてからの指導も多かったため、改めて未然防止につとめ、指導部・学年部を
核として、協働体制を確かなものとしていく。あわせて、保護者との連携を図る取組を着
実に積み上げていく。また、生徒の自主的な活動を促す指導・支援も継続して行う。

④

生徒会活動や学級活
動は、生徒の自主性
を育む活動となって
いるか。

A

　各委員会活動、集会活動等、生徒会や生徒自身が主体的に取り組めるように指導を進め
てきた。昨年度に引き続き、校長と生徒会役員との月一度の意見交流（意見表明会）会を
実施し、学校長自ら子ども達の意見を尊重し、学校経営の視点に盛り込むなど、生徒の自
主性を大切にしてきた。また各種行事では、委員会や生徒会が中心となって活動し、生徒
の達成感や充実感に高まりがみられた。子どもが意見できる場を積極的に作り、子どもた
ちのアイディアで自主的な活動が進められるよう今後も推進していく。

A
A5B1

A
A6

③
健康や安全にかかわ
る指導は、適切に行
われているか。

A

　健康上の配慮を要する生徒の情報共有を欠かさず適切に行ってきた。次年度も外部機関
と連携し「交通安全教室」「マナー講座」「避難訓練」「非行防止・薬物乱用防止教室」
「情報モラル教室」「食育授業」「救急救命講習」などを実施し、健康・安全指導を計画
的に進めていく。また、今年度は市内一斉公開日に防災教育に係る授業を公開。今後も自
治会等と協力をし、地域に防災教育を広げていけるよう取組の充実を図っていく。

A
A6

A
A6

A
A6

②

小・中学校教職員の
連携協力による一貫
教育が推進されてい
るか。

A

　全職員が参画意識を持ち、小中一貫教育を推進してきた。年２度の全体会議を持ち、実
施計画に基づいて役割分担を明確にし、めざす子ども像を共有して実現に向け取り組ん
だ。全国体力運動能力テストにおいて、シャトルランの「合同実施」が大きな成果をあげ
た。各取組についても、全職員で協働・分担して推進する体制が整備できていた。今後は
江陽中学校区の目指す子ども像を実現するための具体策を全職員（江陽中校区３校）にア
ンケートをとり、小中一貫教育での「やりたいこと・必要なこと」を共有、整理をし、知
恵を出し合い同一歩調で連携を強化を図りたい。

A
A5B1

A
A5B1

A
A6

そ
の
他

①
「花と緑の江陽」の
取組は適切に行われ
ているか。

A
　花壇ボランティアやPTA花壇整備活動を中心に「花と緑の江陽」の取組を継続し、充実し
た活動を行うことができた。特別支援学級の畑の整備も引き続き継続され、校内にも｢花の
ある風景」を意識した取組が推進された。今後も活動を工夫し、ＰＴＡや地域の方々の協
力を得ながら、ともに創り上げる花壇を目指し、環境整備を進めていく。

A
A6

A
A6

②

小
中
一
貫

①

９年間の系統性・連
続性を強化した小中
一貫教育が行われて
いるか。

A

　完全実施３年目となり「系統的指導」に重点を置いてきた。「重点項目」については、
校内の各種会議とタイアップさせ、全職員で意識することができた。今後は「教科系統
表」「重点項目」の江陽中校区内での共通理解及び指導のさらなる強化を図る（職員室掲
示、職員へのデジタルデータでの配布、校内研修、合同研修等）。充実した活動とするに
は、家庭・地域とさらに協働した取組が必要となる。職員一人一人の意識を高め、家庭や
生徒により分かりやすい活動となるよう進めていきたい。

A
A6

③

小中一貫教育の取組
を保護者・地域等に
広く周知するための
工夫が行われている
か。

A

　今年度も「子ども、教職員、保護者、地域がわかる小中一貫教育の発信」を３校の推進
重点の１つとした。特に今年度は、学校運営委員会の中で、江陽中学校の進路状況を説明
し、小中一貫教育のゴールを共有した。今後も学校教育説明会やPTA総会や学校運営委員会
での発信、学校だよりやホームページを通して小中一貫教育の取組を保護者、地域に広く
周知することができた。引き続き町内会やPTAにご協力いただけるよう地域に見える活動を
推進していく。

A
A5B1

【評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見】
・多感な世代の中学生をしっかりと指導していただいていると感じます。子どもたちの成長を、親・地域の人々も先生任せにせず、各々役割をつとめる
様、これからも情報の発信をお願いします。先生方もあまり無理をせず、力いっぱいのんびりと働けることを望みます。協力は惜しみませんよ。
・フォーサイト手帳の効果が出て来てる様ですね。中学生の防災意識の向上は大切です。学んだ事を家族にも話してほしい。校長と生徒会との意見交流
は素晴らしい。
・毎日お世話になっています。ひとつだけ評価が低いのは、先生方のお忙しさを理解しつつ、なにも解決策も出せない自分に対してです。各家庭で子ど
もたちに、周囲の人への気づかい、人前での立居ふるまい等を親から子どもへ教える事が大切なのかな？と思います。学校で出来る事は充分に出来てい
ると思います。
・限られた時間の中でたいへんだと思いますが、今後も生徒のための指導をよろしくお願いします。
・授業を参観させていただくと熱心な先生方のご指導の元、一生懸命課題に取り組む生徒の皆さんの姿が見受けられます。不登校の生徒も何人かいるよ
うですが、支援ルームで学習できるとのことなので効果に期待したいです。フォーサイト手帳については活用したことにより成績が上がったとの生徒の
声も聞かれるので、今後もその取組に注目したいと思います。これからも生徒ひとり一人が生き生きと活動できる江陽中学校であってほしいです。

A
A6

④

校内組織の活用や交
流、実践など特別支
援の推進は適切に行
われているか。

A

　特別支援教育コーディネーターや校内特別支援教育委員会を中心に、担任や学年と連携
し、生徒一人ひとりに寄り添い、情報共有と共通理解を図りながら取組を進めてきた。特
別支援教育コーディネーターは、積極的に研修会に参加し、研修会後は、新たに学んだこ
とを、職員全員に還元した。今後も特別な配慮や合理的配慮、個別の支援を要する生徒の
指導・支援に関し、会議毎に生徒指導交流を行い、共通理解と情報の共有を深め、特別支
援教育のさらなる充実を図っていく。

A
A6

A
A6

心を育てるボラン
ティア活動の取組は
適切に行われている
か。

A
　小中一貫教育として、９月に恵明園の方のご協力をいただき、窓ふきなど、生徒のボラ
ンティア活動を実施した。今年度も生徒会役員のアイディアで募金活動に取り組むなど前
進することができた。今後も活動の見直しや新たな活動の検討をし、地域や校区の小学校
と連携して取組を進めていく。

A
A6

A
A6

③

合唱活動等を通し
た、感性豊かな環境
作りの推進は適切に
行われているか。

A

　文化祭の合唱発表、儀式や集会での校歌や全校合唱の取組など、本校の合唱活動は生徒
の誇り、伝統となっている。文化祭ではコンクール形式で実施し、学級の団結を高めると
ともに、先輩が一生懸命に歌う姿を後輩に見せることで、本校の伝統である合唱の灯を受
け継ぐことができた。今後も全教職員の共通理解と関わりをもち、地域との連携を絶やさ
ず、地域の誇りとなるとともに、地域の中で育つ生徒づくりを目指していく。

A
A6


